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】、緒 言

二、病 吠

植物農症病に関する知見（第二報告）＊

カラデュウムの炭痘病に就て

逸見武雄

ON THE・GLOEOSPORIOSE OF CALADIUM. 

By 

ーTAKEWO HEMMI, 

七、病原菌の華道育に及 lます温度の彰曹

入、讃育の高浪極限度に就て本病骨原

病原菌の形態 奮と類縁諸菌 ιの比較
問、病原菌胞子の懸滴培養 九、病原菌の分類事上の位置並に名補

五、病原菌の培養試験 十、病原菌の接種試験

六、病原菌の車寧酸に望号する抵抗カ 主、摘 要

ー、緒雷

Caladium は天南星科に麗する植物にして、本邦に於ては観賞植物として

近時諸所の温室に培養せられ、世人の愛翫を受けっ、ある種類あb。本年三月

皐友農皐士菅谷忠次郎君偶令札幌農科大事植物園に遊び温室内に於て本病に揺

れるものを撃を見し、直に標本を予に分輿し之れが研究を懲思せらる．予は久し〈

各種植物の農症病研究に従事するが故に欣躍其厚意に従以、先づ病原菌を卦離

し次ぐ幸氏其生理皐的性質の一端を窺知し併せて其の寄生性を詮明するを得た

Vo文献に徴するに本捕令原菌Ii彼の西暦一千九百年PuTTEMANs氏托よ b南米

プラジJV園 SaoPaulo，州に於て採集せられ、一千九百O二年 P.HENNINGS氏∞

によ b始めて GloeosporiumAracearum P. HENN. と命名せられし菌』t該営する

を知れb、故に此病原菌は串界に於て未知の種類に弗ぎれ芝も、従来車に菌の

分類皐的記載の公表を見るに過ぎずして之れが病肢を畿通し更に菌の生理皐的

性質に就て報告せしものあるを聞かぎるを以τ裁に珊か予が観察研究に係る業
揮を接表せんとすO

後第一報告、 Vorl如figeMitteilung iiber eine neue Anthraknose von Evonymus japonica. 

〈日本植物病瑳拳曾報第一巻第一誠印刷中〉．

主

、
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＝、病‘献

本病は Ca!adiumの葉R号費生す、菅谷皐士採集の標本に依るに病理は葉の

尖端若くは遁縁lζ始ま b葉片の内部に向て同心回状に嬢大するもの最も多し、

故に斑紋の形状は字国形なるを普通とし時代不規形を成すものあi 病斑の大

3・ュ園の直径に採算して五卦乃至七、八分な b、最初褐色叉は友褐色なれども古

3ものは稿令帯黒乾燥肢を詩す、．健病境界Ii葉の上高に於て碕令明瞭なるもの

あれども劃然たる分界線を錦さず多くは褐色青［I次第に淡とな bτ自然に健全緑

色部に移る、葉の下面に於ては上面に於けるよ b 込一層不分明 fl·~ 。病瑳の表

面を精検するに葉の上面に微細なる黒黙多〈は不規則に散生し稀』r同心闘肢に

配列す、是れ即ち病原菌胞子堆な b。本病害の費生時期に就τは調査未tl充分
ならず、予の接種試験によるに接病は葉：の幼老に闘せずと離も、成熟せる葉は

最も容易に侵害を受〈るが如し、菅谷皐士の採集せしは三月にして前年生じた

る葉在 b又 PUTTEMANS 氏の採集せしは十二月なれ Caladiumは元来熱帯地若

〈は祖室内の植物なるが故に其葉の成熟時期を一定する乙と能はずと雄も、常

に成熟せる葉侵襲せられ枯死に至らんか｛院令直接被害を戚ずるとと少しとする

も、其同化作用の阻害に基因する間接の被害決して軽視すべきものにあらざる

べし、又 αladiumの如Si立美葉種の圏雲品種を合有し専ら葉を賞離せらるる
植物なるを以て園塞的見地よ bも寒氏注意すべ3病害な 9o

三、病原菌の形態

病原菌の胞子堆は葉の表面病班土民生じ．多くは不規則氏散生し、稀l乙同

心園肢を成して並列す、且つ胞子堆は最初J表皮下にレンズ1がの黒褐色子座とな

bて接生し表皮を稿令高〈押上ぐるに過ぎぎれども、成熟するに及び之を破 b

℃外界に露出す、故に成熟せしもの、断耳を頴倣鏡下iζ按せんか黒色若〈は栂

憤色を帯びたる淡黒褐色の稿ゃ厚－忌盤！民子座を作 b子座の上部氏耀子麗を旗生

し；其上tζ多数の胞子着生するを見るべし、子座底部の直径約 164-205μを算

す、時に子座の下底稿令固くして上部弐第に狭〈一見子殻乃如き形状を示す乙

とあb。捨子梗は無色透明にして其大込千二定なれ胞子は無色透明なれども培

養基上tζ生じたる場合の如〈多観衆積する時はま；色を呈す、長暗闇勝者〈は園

筒形なるを普通とし時代は短i昆棒形を成し、雨端硝合園〈且つ殆ど異直、稀

lt徴1＇＇ζ響曲するものあ b、寄主植防上l乙生じたる胞子は長径 IOー 16μ 短径
3.6-4・zμ C最も普通在るは長径 14μ 短形 4μ なb）にして其内容は桂肢を呈

す、培養基上に生じたる胞子は常に其大3及び内容の賦態に多少の襲動を見る、

， 
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例之澱粉培養液上に生じたる胞子を培養約三ヶ月自に鏡検せしに最も多数民存

在す右は長径 12-15μ短形 4・4-5μ のものにして稀少に存在する胞子氏は

16×4・4μ,13×5・4μ,8.-4×4μ, 9×4μ, 8 × 3.8-4µ 等の大~，： るものあ上故

に一般に之を綜合せば長径 8-16μ短径 3・8ー・5・4μ と在 b寄主植物上の胞子と

大差なさが如し、然も最も普通なるものL大3を比較せは・後者は短径に於τ著
し〈大なるを知るべし、而し℃内容も亦粧肢を呈せず反1:大なるこ個の丞胞を

具有せb。
決痘病菌中従来。ルtotrichumと稽せられたるものは主として施子堆の周

囲に刺毛を具ふる乙とを以て Gloeosporium属と匝別せられしが、輔近二三事

者の研究によ b前者も培養に依て剃毛を訣〈ととあb綾者も時tζ刺毛の偶華をす

る乙とあるを龍明せられ．爾麗は会〈医卦すべからまるものとの説重きをなす

に重れ b、予も亦幾多の貰例を有し該設の至常なるを確信するものにして近〈

公表せんと欲する論文中に詳述すべし、本病φ原菌に在ては寄主植物上院も勝， ，．  
亦培養基上にも未tt期の刺毛を接見せず。
菌綜は多枝』t分岐し其幅一様ならず、多数の横隔膜及び空胞を具宵す、額

微鏡下に在℃最初は多〈は無色に見ゆれども培養基の種類に困 b熟楼究第に暗

色を呈するもの少からず、而して其呈色一定せずと雄も肉眼に℃見℃稿今濃く

着色せる菌締は額徴鏡下に於て多〈は友褐色若くは撤撹掲色な b。

本病＋原菌の菌訴は培養中往令摩膜胞子を形成す、予の所見に操れば本病

や原菌の厚膜胞子に種＋の型あ bて其形股並』t・I主質一定せずと躍も、愛t乙知b

得'kる一二例代就て略述せば突の！wし。

〈ー）、麹浸出液寒天斜面培養の栴φ陳九のものを選以菌綜のー塊を取出し

て之を鏡検せしに友褐色万至慨関褐色に麓じたる菌締の所今に横隔膜を密生し

内容粒肢を錯し又往令室胞を有したれ而して斯のまnき部分lj迭に個φの細胞

甚だし〈膨大し且つ次第に濃色となる。其最も成熟したるものは厚膜胞子にし

吃明瞭に他よ b匝別せらる、此厚膜胞子は形状不定にして大草約 7-18x6-

I J μを算し黒褐色を呈す、多くは菌絡の中聞に生ずれ芝も稀には其尖端氏生ず

る之とあb、而して唯一個孤生する場合もあれども多くはこ個万至数個稀には

与数個相蓮結す。（第 3圏）

（二＼．（ー〉と同じ麹浸出液寒天満面培養の陳久のものを取b之に義生した

各菌綜を鏡検するに前燥に於て解説せし厚膜胞子と稿φ形趣を異tとするものあ

るを知れれ即ち彼の厚膜胞子と相混じて生ずれども愛民謡ぶるは愛かに大形

にして殆ど園球に近き形肢を有し願徴鏡下にて容易に直別し得るもの是な島；
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此厚膜胞子は多くは普通の透明菌綜叉は着色菌緑の中聞に生ず．最初菌縁の所

φ膨大して准球形と在b淡色にして菌綿と其色を同ムし、究第に暗色となb絡

に撤憤褐色或は淡黒褐色となる、常に混生し、其大詰直径約 14-16μ なb。

（第 4圃）

（三）、車寧酸加用の培養液並に拘構酸加用の培養液に在ては加酸分量多き

に過ヤるものは本病φ原菌の費育不良にして僅に粉肢とな bて液底に沈澱す、

此粉朕物は病原菌の胞子並に彼の接芽に由 bて生じたる短か3菌訴が一種の厚

膜細胞を作b互に相癒合して不規則なる小集塊とな L 沈澱肢を成したるもの

注ム此厚膜細施は培養液が菌締成育に劃して有毒作用を具ふる場合に生ずる

ものにして胞子移植後二三日を経過せば既に其形成を始む、此細胞は自槽保護

作用を有する之と其成因によ bて明か左上彼の性朕並に形態が前俸の厚膜胞

子と其趣を異にする之と怪しむに足らず。斯の如B溶液中に於ける接育朕態を

見るに胞子は普通の接芽法によ bて穀芽管を抽出する乙となく其債不規形に膨

大しl享膜とな b℃互に相憲着し或は此厚膜細胞よ b太主菌綿を生じ、此菌綿が

叉再び膨大して厚膜不規形の細胞ξ在る等其牒必ずしもーならず．叉胞子が不

規に膨大し｜事j膜を生じ次ぐ接芽管を出すものあれども充分菌耕、とな bて生長す

るに至らず、接芽管は次第F:.癌肢をなして終iこ不規形厚膜細胞に襲ず。此等の

厚膜細胞同業後内容収縮し：或は多くの空胞を有するに至るものあL 而して個

令の厚膜細胞は色極めて淡〈多〈は淡黄尚色な上形は種φtとして球状．楕周

航、卵状．紡錐服、瓢状等を呈す、叉往令轡曲するものあ b、大3も亦不同に

して小在るは直径 6μ位大なるは 17μ乃至 18μを算す。此等の細胞は果して

厚膜胞子と稽すべきものな bや否や疑問を懐く者あるべし、然も予は彼の細胞

が再び好適培養基中に於て普通の菌訴を生じて接育する之とを知るが故に姑〈

厚膜胞予の名稽を以て取扱ム乙と、せb。（第 5圃）

（四〉、西瓜煎汁及び麹浸出液の五ヶ月徐に亘れる陳久培養よ b菌叢の一片

を取bて顕微鏡下に按せしに一種の厚膜胞子多角形、卵形、球形等種φの形肢を

まして多数に形成せられ居たれ更に此厚膜胞子を精検するに其形態が植物農

痘病菌類接芽試験の際に殆ど常に認めらる、物体と少しも異在る所無主を知b

1c. 9 ＇本病令原菌の接芽掠態に就ては後節記載すべ L、但接芽試験に際し認め

らる、此細胞に就て或皐者は之を厚膜胞子又は第二次胞子と稽し或皐者は之を

附着器忍 bと唱へ其異性質は未究会〈解決せられぎるものなb、予は弦に記載

しっ、ある培養液上にて接現せし細胞を見其形態よ b推して之れを接芽試験に

於℃認めらる、所謂附着器と同一性質のものなるを信ず．予は培養基の中央に
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3lr~ 昔］5舟換言せば硝子壁よ b 甚だ遠 5部分に於て向且つ無敢に形成せられたる

を目撃し培養基には培養液’向礎存せるを知るが故に此試験に於ては彼を以て附

着器の性質を有すと思惟するを得ぎ白 き、培養液中氏生じたるものは黒褐色に

して大苫 6-17×φ－8μ なbo C第 6圃）

回、病原菌胞干の懸滴培養

本病争原菌の胞子を取b蒸溜水並に培養液（本試験に於て使用せし1授は蒸
溜水 100c.c.に劃して酸性燐酸加里 0・5g.硫酸マグネジュクム 0.25g.硝、酸アム

毛エヤ 1,0g. 塩化繊痕跡、 17•9セ 9ン約 5%を加へたるものな !J）を以て懸滴

培養を錯したるに多数の胞子は稜芽前中央に一個の横隔を生じ、掻氏二十五度

の定温器中保持する事一章夜にして接芽管の長さ 150μ乃歪 200μ 以上に逮せ

しもの少からず、但蒸溜水re.在ては培養液に比し接芽歩合、議芽管の生長力共
に極めて微弱左上礎芽管の幅は I・5ー3.6μ なれ接芽管は其頂端往φ膨大し
て略φ球形とな b遂には批物の基部に隔膜を形成して接芽管叉は菌赫よ b区劃

せられ、次て次第に厚膜とな b、暗色となれ次て球形、多角形、楕固形、長楕

固形、卵形等種φの形肢を在して黒褐色と在 b、其中央に一個の明るさ小球黙

を有する細胞と君る、此細胞に就ては丈献に見はれたる記事極めて多〈、植物

農症病菌費芽の通有性とも解すべきもの在 L FRANK (9¥ BURRILLくわ， HASSEL-

BRING (1?.), T AUBENHAUS に22),KRUGER (19）の諸氏其他二三先輩は之を附着器と解した

れ芝も多くの他の串者は之を厚膜胞子又は第二夜胞子と精し叉 KooRDERS(IS）氏

は之を厚膜附着器（Cl巾 mydo-Appressorien）と稽せb。予の試験に在ては最初

此細施の形成極めて鈍く播種後ニ十四時間を過ぎ向ーも之を認むる能はず僅に

接芽管の尖端膨大して球形とな bしもの所令に散在するに過ぎまbしが二三日

経過後菌綜の成長漸く著し〈黙滴中に菌叢を見るに及て殊に多数形成せらる、

を知bたb、但L蒸溜水中氏在ては二十四時間乃至三十時間tとして金〈礎育力

を失日菌訴は全く成長を止めた~ o HASSELBRING (12), SHEAR並に Woonm の諸

氏及び其他の皐者は前記厚膜胞子様細胞が多〈替養繰乏の際に形成せらる、之

とを記し予も亦 Gloeosporiumevonrmicolum HEMMI側及び他の二三種に在ては

蒸溜水中に播種せしもの培養液中の夫れよ bも多〈形成せらる、事賞を認めた

れ然れEも最初二十四時間内tζ之が形成極めて不良在 bし本病争原菌に住て

は如斯関係を誼明する之と能はぎ bi 反之培養液黙滴中にては菌株が晴子面
に衝突する所t乙於℃最も多数形成せらる、を見だれ加之在らず此物再び穀芽

し℃菌総を出7ざすを普通とすO 然れども就に前節論越したる如〈形態に於f此． 
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物と金然相一致するもの液体培養中民生じ殊：E積子壁土 b甚tE還さ部分にも多

重責形成せられし事費あるに擦上之を按ずる時は彼物は果してF付着iiなbや未

tE容易に断定する能はぎるな仁其異相に就ては他日機曾を見更に卑見を陳述

せんとす、接芽試験中に生じたる此細胞の大3は 6.4』ーr6 × 6,4~10.・4µ な b 。

玉、病原菌の‘培養試験

植物茨症病φ原菌乃舟離に大なる難易あ札予w従来の賓験に徴するに主と

して殺育を防止するは培養基の腰度比原由するが如し、故に各菌各φ特殊の卦

離接tζ依らざるべからず、例之乾杏浸出液寒天培養基の如主は細菌の混生を防

止し得てー般に極めて良好なる結果を賞ふるもの在れtも西瓜．菜百等の茨症
病菌R.利用するを得ぎ忍が如LO 本病φ原菌iま酸性反磨、間令高S培養基に能〈

謙育するを以て予は突の方法に依b容易に純将培養lζ成功せれ即ち乾杏浸出

椛寒天培養基並に乾杏浸出液加玉謁黍粉践汁寒天培養基を加祖液化し之をペト

9皿に注入し別に殺菌＊』乙て能く洗樵したる葉よ b病理を切取して清潔なる紙

上に置3殺菌針にて之を粉砕し培養液固結前に之を皿内に投じ、静Iζ振渥した

る楼撮氏二十五度の定温器中lこ放置し四、五日を経‘基上lζ稜育せる本菌の胞

子を．撰取して他の試験管に移植するに由て之を純粋ならしむるを得t?..b 。

予は本菌接育の肢態を知らA，が詩め夏tζ各種乃培長基を造b純梓培養にて

得たる胞子を移植せ b、予三う試舗に供したるものは即ち液体培養基として「プ

イヨン」、西瓜煎汁、柿果煎汁、妻芽浸出液、麹浸出液及Q:－－二合剤、固形体培

養基として乾杏度出被寒天．玉萄黍粉煎汁寒天、葡萄糖加肉汁ゲラチン、麹浸

出液寒天、西瓜煎汁寒天是な b。グラチンを合まぎるものは皆夏季室温若くは

揖氏二十五度前後の定温器中氏置て培養せ上故に温度の鑓動tこ由る影響は極

めて少5も培養基濃度常に一定を快くと菌自身の盤化性とに基因して彼の鞍育

獄態同一培養基』t在ても培養毎に多少の麗具あるを克かれず、予の得たる多数

試験の結果を綜合せば大体次の如し．但し液体培養試験に在℃はぺプトン培養

液を除主総て 250c.c・入エJVνンマイエノレ鰻に各 50C・C・を計入し、固形培養

に在てはI櫨て試験管斜面培養を用日た b。

一、プイヨン、三三二馬肉汁にぺフ・トン及び食堕を加ヘたる細菌培養基にし

て表酸曹遣を以て中和せぎる弱酸性被It在ては菌の帯育は中等主 b、移植後三

四日を過ぎ液中lζ僅微力綿状菌綜浮遊し六、七日自に液中に薄5菌膜を遺L
液面tζ白色菌糸僅lζ浮遊し、十五、六日自に灰白色の菌赫被面に出て．空中菌総費

育す、且つ施子己に形成せられ胞子の集塊は俳肉色を呈す．三十日蝕に到れば． 
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空中菌訴の肢を呈するもの極めて少〈薄3汚灰白色菌膜を以℃液面覆はるに至

る。

二、西瓜煎汁、二二西瓜果皮 50つg.を蒸溜，］（ 500 c.c. 』とて煮凋し能〈絞

bて更にi車過し、蒸溜1j（を加へて 1000C・c.よなせしものにし℃菌乃襲育は稿

φ良好なれ移植後三、四日にして液底i'C薄3菌肢を形成し次第に其厚さを増
す、十五、六日自には菌綿の生育盆令旺曜とな b波面に灰白色カ菌綜を露出し、

突で白色綿状の空：11菌総を殺生す、且巴lζ多量の胞子を形成し胞子の集塊は鮭

肉色を呈す、三十日訟に到れば反色菌膜を以て波面全く覆はれ空中菌訴も亦友

色となる。

三、村J果想汁、二二稿令硬3字熟柿果の切片 5?0g.を蒸溜水 500C・c.宛

に℃雨同知！lし憾液を合し℃ !000c.c・となせしものにしτ菌の費育は中等を
示し胞子の形成を認めず、菌総l立移植後三、四日にして被底』（接現し五、六日を

過ぎ極めて僅に液面に露出すれEも其骨量多からず、十五、六日自に到れば液中
氏於ける菌膜甚だ厚且綾密となれ三十日以上lこ到て杢然液Iドに沈降するを普

通とす、而し℃液は濃厚．黒褐色に盤ず。

四、乾燥~芽浸出液、て二二乾燥琴芽砕粉 250 g.を水 1000Cふに入れ蟻氏

六十度乃至六十五度の温を保持せしめつ」五、六時間放置し次て一時間煮沸し

究てi慮過したる液にして菌の接育／j甚だ良好な k 移植後三、四日比し℃液中

に薄主菌膜を形成し．五、六日目に純白色綿状菌叢を以て彼面全〈覆はれ、十五、

六日自民f:l菌叢盆＋厚〈且灰白色となれ三十日後Itは柏、＋淡主桃色を帯exた
る白色菌赫叢灰色菌綜叢の相混在する状態となれ其生育語だ旺盛なれEも胞

子は迭に形成せられず。

五．麹浸出液込二二麹 zoog.を水 IOOOCι に入れ揺氏六十度乃至六十五

度の温を保持せしめっ、数時間糖化せしめ、更に翌日迄室温中に放置したる後

i慮過せしものにして菌の讃育I二甚だ良好な bo移植後二、三日自に液中就に薄

き菌膜を形成し五、六日目 iζ披面ぷ純白色の菌赫叢緊落肢を成し、十五、六日自

に液中の部分淡桃色を帯び液珂iこ出てたる部分黒友色と在ちて厚き菌膜を作 b

且つ綿状空中菌叢み礎育良好なるを見る、三十日後Ii~芽汁に就℃見たる所と

殆ど匝｝JI］君：〈白色空中菌訴の竿育i圧fJ［なれども胞子は復途に形成せられず。

六、澱粉培養液、二＝段性燐目安加里 5g.硫酸マグネジクム 2.5g.硝捜ア

ムモニタム 10g. 5%.1:¥量化鈍製i商、議溜＊・ 100:) C・c.の液i己最素源として馬鈴薯

澱粉 50g. を加へしものにして菌の襲育は稿や良好な 9o移植後一週日にして

白色若くは淡撒憤反色の露疎なる菌叢を以τ液詞漸く覆はれ、菌議次第に轍密
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と在 b約三十日にして厚き菌膜を形成し；灰黒色と攻 b多数の胞子を生成す、二

ヶ月僚に遺せば菌膜は被中lζ沈降し液面に露出する部分僅少に過ぎず、而して

胞子の形成は至て良好な b、此液は菌の議育後金〈沃度の反醸を呈せず。

七、葡萄糖加「グラチン」培養基．二二普通細菌の培養に使用せらる L肉糞

汁．ぺプトン．食盤及びグラチン板を混和して製したるものにし℃・（但亜爾加

里液を以て中和する之とな〈酸性液を其憧使用し、葡萄糖の添加量 0・Si%とし

て試識せ!J）菌の接育稿令良好な b。移植後四、五日tとして白色空中薗斡盛氏

生育し三十日後に至b淡黄撤暁色に麓じたれEも胞子は遂に形成ぜられず、勝

質は溶解せられたるも最初極め℃徐φにして移植後七、八日間之を認むるとと

能はず、然も次第に溶解せられ終に褐色に襲化す、此試験，1五月の室温下に行

以しものにして嘗時札幌の策温は未7言、腰質の溶解を来すに至らぎる程度のもの
在b。
八、麹浸出液寒天培養基、二＝第五に示したる麹浸出液 1000C心に寒天

I 5 g.を加へて固結せしめたるものにして菌の接育は甚だ良好在れ移植後三．

四日自民白色菌綜基面に密生して薄き菌締層を形成L約十日を過ぎ菌綜層は淡

桃色若〈は淡黄色を帯び十二、三日を経．菌層は稿φ厚〈且淡灰白色乃至淡黄

色を呈し（但管壁lこ近主部分は淡桃色な b）、三十日後に到れば菌唐の上部友白

色万至白色とな b菌訴集合は極め℃繊密、最下部にては稿ゃ桃色を帯びた b而

して胞子は遂に形成せられず。

九、玉萄黍粉煎汁寒天培養基、二二玉萄黍粉 I5 g.を一時間以上 500cι 

の水にて煮沸し別に寒天 15g・を水 500c.c.に溶解せしめしものを遁b之を合

し、且つ十分に櫨過せしものにして菌の稜育は肉眼的に鈴b良好意らず、菌綜

iま大部分培養基中に生育し外部に僅か白色乃至友白色の菌締を殺生するも其量

微にして基面を覆ムに至らず、基面には胞子堆黒黙肢をなして散生し主主慮に胞

子の集合塊を抽出せしむ、胞子の集塊は最初粘質且鮭肉色なれEも究第に黒費

す、又胞子の集塊は爾他一般炭症病菌と異な bて次第に稿φ硬さ朕態をなすO

十、西瓜熊汁寒天培養基、二二第二に示したる西瓜熊汁を I・5%寒天にて
固結せしめたるものにして白色菌締綾密に基面を知旬するも其接育程度は鈴b

良好まらず（中等位）、且つ培養三十日除に至るも胞子の形成を認めず。

十一、乾杏浸出液寒天培養基、＝二三乾杏 350g・を roooCふのノ仰と入れ時

φ振量しー壷夜浸出せしめて櫨過し、又は一時間煮沸せしめて櫨過し、 4%の
寒天にて困結せしめたるものにして菌緑の接育は極めて良好意 L 黄色菌緋友

色菌訴と相混じτ厚密綿肢の菌綿屠を造れ胞子は時に形成せられ又時に形成
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せられず（本培養基は酸性甚tl強し）。

十二、三~ど培養液．二二ペプトン（Witte) 10g.藤糖 IOg.を 1000c.c・

の蒸溜水＆t溶解せしめたる綾試験管比約 IOcι 宛入れて殺菌せしものにしτ．
穆植後三、幽日を過ぎ白色綿扶の菌綜液中氏浮瀞し次ぐ厳面にも磁育すれども

胞子は形成せられず．空中薗総の謙育は極めτ貧弱な b•. 波面tζ出てたる菌叢

は槙＆？：.lit白色tζ錘じ遂に濃疏色に擾ずるものあb又長〈白色沼至友白色のもの

あれ培養液はニヶ月に及ぶも麓色する乙となかb忌。

十三、苦拘様酸培養液、二ご再蒸溜水 1000C心中に酸性燐酸加里 Ig.硝

酸アム毛ユア Ig.硫酸マグネジ品クム 0・4g.藤糖 50g.ペプト！＂ 20 g.を投入

溶解せしめ裁酸曹達液を以℃中性となし（ラクムス試験紙に劃し）たる原液と

拘構酸規定液とを賞量に混合して遁bたるものにして播種後一週間内には僅か

に薗按育の痕跡を認めしめ一ヶ月を経向且つ僅に液底に沈澱する淡褐色の菌稜

宵を見るに過ぎず、之y鏡検するに菌綜の接育Ii極めて不良にして一種の厚膜

胞子様細胞の集合意るを知る（病原菌形態に関する項盛照）。培養液は本菌の義

育によ b＂（精 φ褐色を帯びた払此濃度の拘機酸加用培養液に在℃は同属諦薗

中金〈横育能力を有せぎる種類少なからず。

穴、病原菌の車寧駿に欝す .ii抵拡力

多量tの寄生菌が自然界＆t於て或る限られたる植物にのみ寄生するは人三部
知する所比し吃其理由を間明するは病理皐上甚だ重要且興味ある問題と錯す、

従来寄生菌と寄主植物細施合有質との関係を追究して之が解決を在3んとせし

皐者少からず、或者fま虞〈植物細胞内に合有せらる、車寧（又品車寧酸と解す〉

が寄生菌に望悲し：或る程度の抵抗力を具ふるに困る場合在bと錯し、更に進んで

植物の異色たる種、獲種或は個体聞に病害tζ劃する抵抗力の差異あるは寄主植

物体中の草寧量に関係する所ある可きを論ぜk然も植物が寄生菌に抵抗し得
器原因を究むるは甚1i複雑なる問題にして決しt極φ論定し得るものならず。

坊聞に貰質せらる、－草寧酸の菌額接育に聾する影響を按ずるに二様の別あ

b、’即ち車寧酸極めて稀薄なる時は菌は之を利用して盆φ其生育を可良ならし

め‘車寧酸纏厚在る時t1ji&C毒作用を及ぼす是在札故に蝦令草寧なるもの、

性質甚7さ匝々にして其影響程度に高低あ bと蜂も、植物瞳内に於ける軍寧も亦
薗績に劃して如斯二様の闘係を有すと思惟し得べし。従来人工培養基に依b菌

類に劃する草寧酸の影響に就：℃考究せし者少からず‘親近 CooK,T AUBENHAUS加

二氏 WEHMER叩氏 CLINTON(f）氏 CooK,W1r.soN c5酌ニ氏の諸著あるの外予も



50 選見ーカラデ且守 Aの炭症病に就て

亦Valsa麗菌R就て研究したる所を公表せb。く13，仏 15）就中 CooK,WILSON二氏

（一千九百十五年）の論文は最も重要にして菌類に及ぼす軍軍の蹴係配研究せん

ヒ怯守る惹の持賓格nb、晴氏l:lEndothiαparasitica, Endothi，αradicalis, Endothia 
radicalis mississippiensisの三菌に劃する草寧の影響を闇明せんと試みた L 即

ち市場に貰買せらる L草寧は決して純粋在るものにあらず岡子曾祉供給の品と

雄も其包装によ bて多少性質を異にし菌類培養の結果ー在らまるを知b特に化

皐者 KERR氏に依頼して植物よ b四種の異在る草寧浸出液（1ー×，2ー×，3ー×，

A.）を製せしめ此浸出液と三笠竺製車寧とを以て前記諸菌に劃する影響を研究

せb。其結果を見るに各被皆特異の作用を表はし、 KERR氏浸出液中 Iー×は

純粋草寧に最も近きものにして商品草寧程の有毒作用主主のみならず反℃刺戟

作用強大社る傾向あbし／j注目に値す、 2..：.＿＿×は Iー火に及ばぎれども向促進

作用を示し、 3-x は元来樹皮の着色質にして普通の分析1去に於ては草寧とし

て取扱はれ草寧反臆を呈するもの在れ芝も果して異の草寧な bや明か在らず

且菌類に劃して強き有毒作用を有し；其程度商品軍寧よ bも甚だしさは復注目に

盤以す、而して Iー×及び 3ー×雨被を混合せば Iー×の刺戟作用は 3一×

の有毒作用よ bも取防当強さy示し、 A液は種φの草寧と他の物質との復合質に

し℃四液中最も有毒な b~ 。 CooK 氏等の詑〈所に擦れば元来商品車寧も浸出

液乎共に植物中に存する草寧とは同性質のものならず、又之を培養基中に加ふ

れば其襲性iま固よ b見かれぎる所なれ従℃培養基中に於ける草寧の異の分量

は何縄民相賞するや容易に明白にする事能はざるべく、叉草寧が多〈の寄生菌

に聾し有毒作用を具有する之と疑在しとするも毎に爾他有毒物質をも伴仏、其

有毒物質中には普通の草寧試薬に劃して反醸を有し、舗に全然草寧と見倣遣る

、誤もあるべきに由 b草寧の異作用が那謹にあbやを知る事容易ならぎるべ

しoKERR氏浸出液の賓職に徴するに一般に草寧と稽せられつ、あるもの、有

毒作用は主として樹皮の着色質中氏在るもの、如し、故に植物の寄生物侵襲に

抵抗し得る複雑なる原因の解決は細胞に闘する化事と生理皐との研究に侯たぎ

るべからぎるなφ。

如上の設に接b市場に責買せらる、草寧酸を用r.A』て行へる賓験は唯此種問

題研究の一助とならしむるに過ぎず又同一菌に事｝する草寧酸影響と躍も其寅醸

の場所方法を異にし、従℃使用車寧の包装を異にする場合の結果は之を比較論

議すべきものならぎるを知る、下記賓験i主主とし℃本病令原菌の分類串的ー表

徴を得んとL併て如上問題の研究に資せんと欲するに外ならず故に刺戟促進
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の作用に就ては之を他日に期Lままには菌の抵抗力を知らん事に努めたれ而し

て類縁諸菌＊に劃する研究も都て同一包装の草寧酸を使用して以℃互に相比較

し侍る様にせb。

。賞駿の方法＝＝培養原被として予は次の鹿方lt依擦し二種の異なるも

のを調製す、雨液共江本病令原菌をして能〈稜育せしめ得るものなれども窒素

源として A液には「アメメラギシユを N液には舶、酸「アム毛＝ア」を使用せ

b .其結果 A鍛iま菌の礎育甚だ佳良友れども N液は左程良好ならず．但し酸

性燐酸加里、硫酸マグネジュクムの二盤類も亦 A はN ，乙比し濃厚と錯したれ

叉茨素跡、として共に嘗量の薦糖を加用せb、是れ試験せんと欲する軍寧酸の影

響は其使用する原被の種類tこ従仏大なる差違あ bと思惟せしに由る1.tb o予の

試験に使用したる草寧酸は日本薬局方規定品にして横潰鳥居の商標を附せられ

たるものな b。

A波z • I N波：

敵性燐険加里............s g. I 酸性燐酸加盟............0.5 g. 
硫酸T グネヤュ守ム・ ・ .... 2.s g. I 硫酸T グネV品すム......o.2g. 
アスパラギY .. .••••.• ・ •• 5 g. I 繍駿アム毛＝ァ..........o.5g. 
煎 糖・・・・・・・・・・・・・・・・sog. I 薦 糖...............:,5og. 
再議溜7Jt...•.....•...... 1000 c.c. 1. 再蒸溜水................1000 c.c. 

此原液は草寧酸添加前一同加温殺菌し添加後瀦過して透明ならしめ強め堕

酸、水道水、蒸溜水の！順序にて清洗し綿栓を施して乾熱殺菌せる 250cι エノV

V ンマイエノV憶に各 30cι宛入れヨツホ蒸嵐殺菌器にて約四十分間殺菌せれ

而して各茨痘病菌の純粋培養基に生じたる胞子を取bて之れに移植し：最初二週

間輝氏二十五度の定温器中民放置し観察時を除くの外金〈暗黒裏に保存し、其

綾は室温tζ放置せb。

。賓醸の結果二二寅験の結果は突の諸表に示すが如し。

表中符披一一0 ・・・・・・・・・不後育
I一一VI......軍基育程度（監の大なる程真野）

B .........・・・培養液黒褐色 lこ艶~し事（数字l:t襲撃色程度にして般の大な S程濃厚）

備比較に供したる他植物表症病令原菌に就℃は従来公表せられたる名橋氏

劃し疑問少からまるもあb又茨症病中未だ何人の研究をも鰹ぎるものあL 姑

く被害植物の名稽其他を以て表示するとと、し詳細は他日に譲らんとす。

ー 0 賓験第一、
貧験期日ーー自大正六年四月二十五日至同年五月二十一日

培養液一－N波 1000c.c. Iこ皐寧酸 zg.加用

（勺誌怠：本報交lこ於て類縁諸菌と稽するIt植物炭庇病骨原菌類.RPちGloeospori伽嵐（Colletotriclt糊
た含む）並l二分生胞子時代が GloeosporiumIこ属する菌類なり。
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第一表、賞駿第一結果

観察ぜる日 ｜菌の齢程度 培養液慶色程度 胞子資育程度 薗の護育状態

四月二十七日 I Bs 。 白色宙線波底iこ僅か軍基育す

五月二日 III B3 。 白色商事車液面にも僅か畿育す

五月八日 III Ba 。 同 上

五月二十一日 Ill Ba 。 波面に所骨灰白色省高患の察署喜
1J.-生ず

本試験に於てカラデュクム炭症病や原菌は強3接育能力を有しだれEも同

時に比較培養せる近縁種中菜豆及びヒヨタタン最症病菌は全く楼育せず、西瓜、

桐〈天狗巣病）農症病菌は肉眼的に金く議育せぎbしも培養液僅re襲色し、梅葉
農痕病菌は肉眼的tζ議育痕跡を示したるのみ、而し℃培養液は本病々原菌の盛

育に由 b℃甚だしく黒褐色に襲せ b。今類縁諸菌の接育比較を表示せば究表の

如し。

第二表、 類縁語菌と本菌との比較に就τ賓層住第一の結呆

本表所示は五月二十一日の観察な b

繍｜等制物名！寄生部位｜摩地盤に採集者巴竺土i制程度！．

カラデ，，＿ fJJ,,I 業 l札幌温室L菅谷氏 i遜 見 ！ 日I
2 桃 果 賞｜静岡膝（岡田氏〉｜遁 見 II 

3 Iまさき 葉 静岡賂（鶴岡氏〉｜ 遜 見 I 

4 怖と i二 If tt. E玄 札幌（遜見〉 渇 見 II 

5 F守 ナ ナ 果 賞 東京市場（遁見〕 渇 見 II 

6 甘 薦 一 蚤湾 三宅氏 I 

7 
、
〈 ('t 呆 貧 札幌（遜見〕 逸 見 II 、．

8 "" y ,,. tJ 果 寅 東京市場L菅谷氏〉 活 見 III 

茶 業 茨城焼く菅谷氏Y 遜 見 Ill 

10 I槌 桃 果 賓 札幌（遜見〉 遜 見 III 

栂 可 葉 柄 朝鮮 :l!j 見 。
12 和 F梨 果 質 静岡県草 〈織田氏〉 型車 見・ II 

13 I南 瓜｜腐敗果！札幌（遁見〕 i遜え II 

14 I商 瓜！果賓 l札幌（逸見〕 l想見 。
,~- 

日~ぶ ~I~ l；浦行
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梅 業 東京（菅谷氏〉 遜 見 痕 跡

同一泉 呆 賞 静岡膝（遁見〉 遜 見 I 

楽豆 爽 札幌（遜見〕 遜 見 。
樟（第一誠菌〕 枝 熊本県草 （八谷氏〉 ~ 見 II 

22 ト T ト守 果 貧 札幌（渇見〉 遜 見 II 

23 棉 朝鮮 中田氏 l[ • 

24 大 豆 爽 調鮮（瀧元氏〉 調元氏 II 

25 李 幼 果 静岡燦 （岡田氏〉 渇 見 III 

此外二三植物よ b予の舟離せしもの、他よ b分譲せられしものにして試験

に供Lたるものあれども備疑勲ある露め都て此所に省略す

0質験第二、
寅験期日一一自大正大年四月二十六日歪同年五月二十一日

培養液一一A 波 Ioooc.c.に皐寧酸 Eg，加用

第三表、賓験第二結果

観察ぜろ日 ！簡の滋育程度｜：培養液慶色程度｜胞子軍基育程度！ 菌の後育状態 I 

両豆元－1 I I Bs 1 。 ｜白色の麟桝lこ生ずるのみ｜
百二日「V I Ba 寸 0 市耳目苅議扇町

VI I Ba 寸 。 11~白石日琢板可否玄首冨
一一一一J ） ｜戸以て波面や覆ふ

VI I Bs I 0 ｜淡嗣至灰製色の首：臨瓦で
窃 I l波面会て覆ふ

本試験に在ては本病令原菌の接育極め℃良好な bしが絡に胞子の形成を認

めず、而して比較培養せる諸菌中菜豆茨症病菌は金〈按育能力を快き且つ培養

液に何等の襲化を輿へず、スイクヲ、ヒヨクタン等の農症病菌は接育極めて微

にして痕跡を認むるに過ぎず、．叉表痘病菌額中には本試験にi於て胞子の形成を

見たるもの少からぎれども本菌tζ在ては全く之が形成を認むる能はぎ！＞ き、叉

培養液は本菌の接育によ b甚7さしく黒褐色に鍵ぜb。類縁菌との比鞍は究表の

如し。

第四表、 i類縁諾菌と本薗との比較に就て賓験第二の結果

本表所示は五月二子一日の観察在 b。

) 

‘へ
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ーと｜ま さ き｜ 葉 ｜『静岡賂嶋田氏〕｜遜 見 L竺
÷｜ベすなIず柄 1-;-=（遜見）：I; i I ~ 

一一一一一一一－
J
川
一
出
川
口

札幌〈遜見）

札幌（遜見〕

~見

渇見

痕跡

痕跡

背it騒 （三浦氏〕

札幌〈宮部氏〕

三浦氏 I VI 

~見 I VI 

東京〈菅谷氏3 ~－見 I IV・ 
トー一一一ー？ー一一一一一一一一一一一一一
II 楽 豆 爽 札幌〈遜見〉｜遜見 。
12 棉 朝鮮 中田氏 IV 

I 13 I 李 ｜幼 呆｜静岡膝〈岡岡氏〉｜渇 見 l
I 14 I温撲？欄）｜ 業 ｜静岡燦（嶋田氏〕｜ 治 見 r 
15 I 書 架｜呆 賞｜静岡膝（鶴岡氏〉｜遜 見｜

｜ 和 梨 ｜ 葉 ｜静岡熔（賞品開氏〉｜ 遜． 見 ｜ 
トー一ー一＿，
17 枇杷 果 賓 11静岡際（倒田氏〉｜遜 見 VI 

此外二三植物よ b舟離せし；炭疫病菌にして試験を鰹たるものあれEも向多

少疑勲ある錦め設には省略す。

0賓“験第三、
質験耳目日一一自大正六年五月八日室同年六月九日

培養液一－N液 1000c.c. I二単寧践 5g.加用

第五表、賓験第三結果

観察白日｜積の鮪程度｜培養液鐙色程度 胞子護育程度 菌の喜美育状態

五月十一日 I B2 。 ヂiこ粉状ゃなして僅地生
五月十五日 I B2 。 同 上

五月二十四日 II Bs 。 波底菌に粉総僅肢かすよすタト波面iこ灰
白色 か浮〈

六月九日 II B2 。 同 ...r. 

本試験に在ては本病φ原菌fま筒菌綜の礎育能力あるZととを示したれども

同時に培養せる類縁諸菌中には~~t按育力の快如せるもの少からず之を表示せ

ば賓の如し。

第六表、 類縁諸菌と本菌との比較に就て賓駿第三の結果
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本表所示は六月九日の観察在b

番糠 寄主植物名 寄生部位 農地盤l二採集者 分様者 軍養育程度

I カラテ’ュtJA 業 札幌温室〔菅谷氏〉 ~·見 II 

:i 彬h 呆 賞 静岡蟻（岡田氏〉 話車 見 I 

3 ま さ ~ 業 静岡藤（織田氏〉 渇 見 。
←一一一－ー 一 一

｜札幌（遜見〕4 ぺに I＇！な 霊 渇 見 I 

s 月 ナ づF 呆 賓 東京市場（遜見〉 ~ 見 。
、
6 甘 if. 一 蜜湾 三宅氏 。
7 
、 < It 呆 賞 札幌（~·＇！＇見〉 遁 見 I 、

8 .... ;v ::,' tJ 呆 寅 東京市場（菅谷氏〉 渇 見 III 

9 茶 葉 茨城縁（菅谷氏〉 遁見 III 

10 様 桃 呆 貧 札幌〈渇見） ま盤 見 痕 跡

一II 桐 業 柄 朝鮮 渇 見 。
12 和 梨 呆 貧 静岡騒（鶴岡氏】 渇 見 I 

13 四 瓜 呆 賞 札幌（遁え〉 渇 見a 。
14 び Lうすこん 果 冒E 札幌（渇見〉 遁 見 。
一
－寧寧4為果費4三里薗買》》

15 果 質 青森際（三浦氏〕 三浦氏 I 

16 呆 寅 札幌〈宮部氏〉 渇 見 I 

17 梅 業 東京 t菅谷氏） ま盤 見 。
18 編 花 呆 果 重E 静岡県草（渇見〉 ~ 見 r 

19 楽 豆 爽 札幌（渇見〉 遁 見 。
20 樟（第一続賞〉 技 熊2伝競 （八谷氏〉 治 見 II 

21 ト守ト 'f/ 呆 望E 札幌（遡見〉 渇 見 I 

22 梅 一 朝鮮 中岡氏 痕 島事

23 大 豆 爽 朝鮮〈溜元氏〕 灘元氏 II 

一
24 李 ．幼 果 静岡静〈岡田氏〉 渇 見 I 

25 和 梨 業 静岡綴 L鵠岡氏〉 遜 見 I 
トー明白ーーーーーー

26 

1有温冨lf:J《舟州t轟第第a曙蜜匹一ニ三柑柑聾筆健薗璽薗》: 
S良質 一 姻 氏 痕 跡

． 

•27 業 静岡麟 （嶋田氏〉 泡 見 痕跡－II

28 業． 静岡蟻（樋田氏〉 渇 見 痕跡－I

一一
29 枇 相 呆 笈 静岡賂〈岡田氏〉 遜 見 I 

ひらさなんて30 灘 東京（渇見〉 ま急 見 I 
,(, ． 31 ． 3誕 J畏 ヨE 静岡隠（鶴岡氏〉 渇 見 I 

32 南 瓜 腐敗呆 札幌〈泡見〉 渇 見 I 

． 
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此外二三植物よ b分離せしもの、他よ b牙譲せられしものにして試験を鰹

たるものあれども向疑黙ある錦都τ此所に省略す。
0賞験第四、

貧験期日ー－白犬正大年五月九日至同年六月十二日

培養液一一A波 1000c.c. Iこ皐寧酸 5g.加用

第七表、寅駿第四結果

観察ぜる日 萄の事費育程度 培養波援色程度 胞子華道育程度 菌の後背紋態

五月十一日 。 。 。 一一
五月十六日 0-II 0-Bs 。 ー畿育ぜし方l:t液底l二粉状ゃなして白

色菌練、私生す

五月二十五日 II-V , Bs 。 波l:t面綿に白色菌色韓民重の量費に量落ル生ず覆βか叉
状灰白菌 て波面か』、

六月十二日 VI Bs 。 綿菌妖議の空盤機中慌薗糸灰叢色か以てi夜面や覆ふ
ほ か呈す

本試蟻tζ在ては本病令原菌は初め稜育極めて不良にして肉眼にて認知し得

るに歪bしは播種後五、六日目在 bしが、突で漸く勢力k得、絡には草寧酸の

影響を受けぎるが如昌良好の接育を示し、培養液は菌の接育と共に次第に黒褐

色に費ぜbo然るに同時に培養せる類縁語菌中には金〈稜育せぎるもの並に撃を

育不良のものあ b之を表示せば次の如しO

第八表、 類縁諸菌と本菌との比較に就て寅験第四の結果

本表所示は六月十二日の観察な b

番競 寄主；植物名 寄生部位 ；鑓育程度

I カヲテ。ュfJ.A 薬 札幌温室（菅谷氏〕 ~ 見 VI 

2 桃 果 貧 静岡鯨（岡田氏） 遜 見 V ， 

3 ま さ き‘ 業 静岡膝（鵠田氏〉 ま急 免 痕 跡

4 ベに Iffよ Z髭 札幌（議見） 泡 見 V 

5 『 Vτf 苛 果 賃 東京市場〔菅谷氏〕 鶏 見 V 

傘果6 
L第一披菌） 来 賞 青森県華 （三浦氏〕 三浦氏 VI 

7 司匡果〈第二貌菌） 果 賞 札幌（宮部氏〉 渇 見 V 

8 梅 業 東京（菅谷氏〉 まj・ 見 。
9 無 花 来 果 貧 静岡賂（~見） 主邑 見 V 

I? 大 豆 1誕 朝鮮（瀧元兵〉、 瀧元氏 V 

II 李 幼 果 静岡軍事 （岡田氏〕 話基 見 III 

12 和 梨 業 静岡懸（鑓田氏〉・ ま2 見 IV 
ト→一一ー一一『ー

温fl第1蜜一柑波菌〕13 も紫 静岡鯨（鶴留氏〕 ~ 見 V 

14 枇 杷 呆 賞 静岡鯨（岡同氏） ~ 見 V 

15 密 薬 来 賞 静岡鯨（鶴岡氏〉 ま2 見 V 

． 

． 
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此外二三植物の表症病菌に就て試験せしものあれEも向疑黙あるを以℃主主
に省略すO

0 寅 J蝶第五、

貧験期日一一白犬正六年五月二十六日至同年六月二十五日

培養液一－N波 1000c.c. Iこ車電罪被 IO,Og，加用

．第九表、寅験第五結果

観察ぜる日 菌の俊育程度 培養液境色濃度 胞子議育程度’

五月二十八日 。 。 。
， 

菌の縫育！伏際

六月二日 痕 跡 B1 。 ~k：液り誠駄底τ元塊僅I ：こ洗務主l二主塁漉院愛潤育ぜ主色喜す首の直粉面放物五aとfな,;-一一一一

六月十七日 I B2 。
｜大口五日 I B2 。 同 上

本試験t乙在℃I！本病φ原菌は向稜育能力を有す、然れども其程度は極めて

徹弱にして液底に沈むに渇ず、此液底』c沈澱斌をなしたるは、主として一種の

厚膜胞子にして菌訴の接背甚だ不良なむ （第三節病原菌の形態中厚膜胞子の記

事第三項参照）。培養液は本菌の鞍育と共に黒褐色に麓ず、但第一…・・・第四寅織

に於ける如〈濃厚ならずc本菌と頼縁諸菌との比較は究表の如し。

第十表． 類扇i諸菌と本菌との比較に就て質論第五の結果

本表所示は六月二十五日の親察な b

’番披｜寄主植物名｜寄生部位｜産地及び採集者｜分離者｜設育混皮

カラテ’ュfJA 業 札幌温室L菅谷氏〉 遜 見 I 

占長 賞 静関脇 （岡田氏〉 主2 見 I 

3 " Iこ1:rft. 窪 札幌（遜見） 主主 見 I 4こ〈は 呆 寅 札幌（遜見〕 遜 見 0-1 

-.r y :,+ fJ 果 賞 東京市場（菅谷氏〉 渇 え I 

茶 業 茨城県事 （菅谷氏〕 ま急 見 1-11 

7 榎 がh 果 貧 札幌（渇見〉 ま2 見 。ー痕跡
8 和 梨 呆 貧 静岡県華 〔鶴岡氏〕 遜 見 I 

9 南 瓜 腐敗呆 札幌〔泡見〕 泡 見 0ー痕跡

14 I樟（第二競薗〉 枝 熊本鯨〈中野氏〉｜ 遜 見 I-II 
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15 1・T ト 1/ ．果 賞 札幌 t遜見〉 ~ 見 I 

16 棉 一 朝鮮 中田氏 痕 ’跡

[7 犬 豆 爽 朝鮮〔瀧元氏〉 瀧元氏 I 

18 李 幼 果 自害時賂 （岡田氏〕 ~ 見 、I

19 和 梨 業 静岡螺（鶴岡氏j 泡 見 I 

1寧i,1¥1.《果〈州第第蜜三一柑着波陸留貰〉) 
20 呆質 一 期 氏 。ー痕跡

21 葉 静岡賂 〈富島田氏〉 治 見 II 
，－ーーーー
22 枇 杷 果 賓 静岡鯨（岡田氏〉 治 見 痕跡－I

一
量3 んひらさなんて 業 東京〈遜見〉 泡 見 I 

24 担 粟 果 賃 静岡厩（筒田氏〉 渇 見 痕 跡

一一
25 温州L第蜜三柑主税萄〉 葉 静岡懸（嶋田氏〉 ~ 見 痕 跡

爾他二三植物よ b?1-離せし：農症病菌に就て試験せしものあれEも倫疑勲あ

るを以て他日の反覆を期しままには省略す。

＠寅験結果tζ就§ての論定二二賓験民基Sτ得たる所を論定する乙と突

の如し。

一、 N.A 南培養液共に車寧酸を加用せるものは菌の費育に lb℃黒褐色

に麓ず、其遜色程度は大韓民於℃菌の接育程度に平行す。

二、第一表と第三表との比較並に第五表と第七表との比較に由品τ本病争
原菌の接育程度は同一量の草寧酸加用bものに在℃も培長原液の異るに随℃甚

だしさ相違ある乙とを認U、同様の関係は第二表と第四表との比較並に第六表

・と第八表との比較に由 bて類縁諸菌に於ても之を認むるを得．此閥係は培養原

被の普養債の差異に依接するものにして草寧醜の有毒作用は其際使用せる他の

替養物に依bt多少左右せらる、ものなる事を示す。

三．本病々原菌及び多数類縁諸菌共』ζ草寧酸の分量増加するに従以費育程

度及び費背速度を漸減す、車寧酸巳に有毒作用を呈し℃菌の接育不良就態に隠

るや一種の厚膜胞子を形成して向能〈之に抵抗する性質あるが試に、加用酸が

菌の礎育不良蹴態を呈せしむる濃度民連し℃よ b其接育を全然防止し若〈は死

滅せしむる濃度に遣する迄に著し3差異あ b0 
四、本病φ原菌、類縁諸菌共氏本試験に於ける如き車寧酸量tとては刺戟作

用を蒙る事在〈、 N.A雨原液使用の際共有毒作用を蒙，， .菌の接曹は加用せま

るもの．よ bも不良な b、而しτ本病令原菌iま本試験に在℃は何れの場合にも施
子を形成せず。
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玉、本病争原菌と類縁諾菌との比較表を通覧するに同一菌に在ても其寄主、

採集期、産生地及び培養原被の異るに従以其抵抗力に多少の差異あれども、抵白

抗力の甚大なる差異に由 b幾群かの種類に大別するを得パし、即ち菌は同一属

のものと雄も、其種類によ 9-c:自ら抵抗力会異にするが故に予は類縁菌中抵抗

力の差異著大なるものは其現象を以て分類皐的ー標徴と設す乙とを得べきを信

ず。例之桐（ー名天絢巣病〉、スイクヲ、ヒヨヲタン、菜豆、梅、マサキ、バナナ等の

茨痘病菌は抵抗力比較的弱〈、其抵抗力弱きもの、内にも復自ら相容れざる差

異あ会て菜豆、西瓜、ヒヨタタン等の茨症病菌は最も弱5種類なるを知る、反之 l

本病φ原菌i立予の寅験範圏内にては類縁菌中最強種類に属すO

六、上記五項 11:. 於て論じたる如~草寧酸に謝して抵抗力比較的弱き種額は

他の有機酸例之ば拘構酸、林檎円安等に劃しても亦抵抗力比較的弱3種類なるを

知るが故氏本質験に於て示されたる有毒作用を以て直に軍寧の作用な bと即定

すべからず、如何となれば斯の如き現象は或は培養液酸度如何に由bて生じた

るものなるや未7枚目るべからざればな b。

士、病原菌の霞育に友隠す温度の影響

植物の病害中には或一定冨域に限られて殺生するものあb、叉同一地域に

於ても或病害程度年代よ ・bて大なる差異あるは世人の熟知する所在 L 植物病

害の停播範圏、被害の強弱等を左右する原因を明かにして強め其殺と的E備ふる

所あれば農業上梓益するとと少からぎるのみならず、又植物病理皐上の重要事

業たるを疑はずと雄も、其原因は複雑にして之れが断定は容易ならず、然れど

も病害と気候との関係甚tl大にして時として気温之を支配するにあらずやと思

惟せらる、場合あbo温度の菌類生育代影響する事大在るは固よ b論を竣t2ず、

故に従来此方面の研究を試みたる皐者甚だ多〈其所設亦匝φにして且多岐な b

之をーφ紹介するは聯か煩に失するを以て省略す、要するに溢度の影響は濁b

菌の種類によ bて異なるのみならず同一種類の菌と蜂も菌綜の成長、施子の生

成、菌綜若くは胞子の高視に劃する抵抗力等菌曜の部分及び作用の異るによむ

温の影響必ずしも一志らず、又或種の菌に於て或作用に劃する最高、最適、最低

の温度は研究に使用せる培養基の種類によ bて或は其他の外国以態等によ bτ

多少の相違あるを免れず。

植物炭症病菌類に在ても従来或一二の種類に劃し研究中此問題に接燭せし

皐者少からず、暁近予の注意を惹きしは SCHNEIDER-0RELLI ,20¥ KRUGER (l~)' 

AMES (ti, EDGERTON円 BROOKS並RCooLEY ∞等諸氏の或種類或作用に事せする
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温度の関係を迫究して待たる報告と錯す．就中 EDGERTON氏は拾数種の農痘病

菌に就て温度の影響を比較研究せ上然れども本病争原菌に就τは未tl培養試
験を賓行したる者窓く従吃温度の関係fj全然不明1,J:h 何て予は突の試験を行

μ主として祖の菌赫按育tζ及ぼす埼響を明かにせんと努めた ~o 予の得t2 る所

は未tl病理事上の重要問題を解決するに充分な bと云以難きも大体tζ於て議期

の結果に到達し．自然界に於砂る本病害の闘係を想像し得ると共に本菌と類維

諸菌との異同を明かにすべき分類畢上のー標徴をも捕捉し得た b。寅撤上の成

績突の如し。

。賓験第一、

賞験期日＝＝大軍六年三月．．五月、十一月．．十二月、

培養液慮方＝＝酸性燐融加里......0,5 g., E宵醜アム唱ユァ..0.5 g, 

硫酸T グネo/＂－守 A 0,2 g., 1.f.糖＂ " " " " " 50 g. 
盟量化餓 2%波．．．．．．費量滴， 蒸潟水・・・・・・・ e・.1αヨDc.c. 

賓職方法ニニ盤酸、水道水、蒸溜水の順序tζ乞充舟情洗したる 250cι 且

fl"VYマイエfr鵠を規定の女II（綿栓し輯熱殺菌したる稜、前記培養液 50cι宛

を入れt更にヨヅホ蒸気殺菌器民て四十分間殺菌し1：るものを使用せれ各憶

に播下する病原菌胞子の癒を可及的同ーに近からしめん矯め諌め試轍管に IO

C心の蒸溜水を入れて殺菌し、之に純粋培養上に育生せられたる菌の胞子塊を

白金線比て移入し、充舟振麗して混濁の液と－錯し、之を各舗に！三白金耳宛接種

せi 而しτ之を直に所要温度の定温器中.，乙置5検査時を除〈の外金〈暗黒裏
に保存せ島 .但低温試験に在ては定温器を寒冷在る室1且中民放置し自記事駿計

を以て培養中の祖度を測定し、若くは低温度冷蔵函内R放置して漸〈目的を遺

ll鰐t2~ o培養日数は十一日間と定め最後に此期聞に按育Lたる薗締を諌め秤

量せる穂紙tとて蒐取L；蒸溜水にて十分洗樵したる綾蒸旗乾燥器Kて乾燥せしめ、

常旬齢硫酸乾燥器に入れて保存せb、斯の如くにして得たる菌締の乾蝿重量を

秤k l之を以て各温度に於ける接育程度を比較し第十一表の結果を得たb。

培養中接育賦態の観察二二

揖氏四十度内外： 金〈接育せず、

蟻氏三十四度万至三十五度： 二日自には糠底に白色の菌線僅に按生し、五日

自には披面にも白色万至淡褐色の菌綜粉塊とな bて浮遊し、七日自民

β焼肉色の粉朕菌耕、塊液底に沈｜砕したるものと、液商tζ多撒接育して

之を被覆Lたるものとあb、或揖に在ては胞子の形成を鶴めt2b。此

朕態は十一日目迄極績せb。

場氏三十度内外： 菌綜の畿育極めて良好にして二日目には就に友白色の菌
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叢被面を覆仏、五日自には菌叢灰色R襲じ、七日自には灰色乃至黒色

と在 bて接育盆φ良主主を示し、十一日自には反黒色乃至黒褐色の厚き

菌紙層を以て杢〈液面を覆ぴ胞子を形成す。

蟻氏二十八度内外： 菌綜の，鞍育甚だ良好にして最初は三十度のものと大差

在し、五日目には菌叢灰色乃至友黒色の縞をなし、七日自には帯繰疏

黒色となる、此賦態は十一日目迄繕績し、胞子の形成は極めて良好な

b。
揖氏二十五度内外： ユ日自には白色菌綜薄唐をなして液商を覆仏、五日目に

lま菌齢層の義育盆φ良好にして友白色とな上七H目には友黒色tζ捷
じ其上tζ友白色の空中薗綜叢鞍育す、此賦態は十一日目迄雛績し、胞

子の形成不良在 b。

揖氏二十度乃至二十一度： 二日自には白色の菌締生じ℃披面に薬務を形成

L，五日目には白色の欝暦を造bて披面を被覆L、七日目には反色万歪
友黒色に襲じ、議育盆φ良好な b、而して十一日自民軍るも此朕態と

大差なく、胞子を形成せず。

嶺氏十三度宇乃歪十五度宇： 菌訴の接育良好ならず、五日目に至るも液面に

号量生を見ず、七日自民初めて波面tζ灰白色菓落を形成し、其後は各織

とも梢φ著しく稜育し衆落は絡に友黒色t乙襲ず。

揖氏八度乃至十一度：液底tζ極めて僅に肉眼に℃認め得らる、費育をなし・

たるに過ぎずc

揖氏O度乃至三度竿：金〈接育せず。

賓験第一結果二二上記の方法~t.＂（十一日間培養して得たる菌総の乾燥重量
突の如L0 

第十一表、 賞験第一結果（数字は克を草位とす）

温 度 第一極 第二糧 第三繕 合 計 l:zis. 均
一一一一，

Ca.4o。C. 。 。 O' 。 。
一一一一一『

34。－35。C. d、 量 量 量 0.758 0.253 

Ca.Jo。c. 0.799 0.775 0.619 2.193 0.731 

C8.28・C. 1.048 I.012 I C泊E 3.061 I.020 

Ca.2S°C. 0.981 o.98o 0,961 2.922 0.974 

20°-21• C. 0.795 o.66o 0.574 2.029 0,676 

13・・s-1s:sc. 量 小 量 量 0.787 0.262 

－・一一一一一
8・－11。C. 痕 跡 痕 跡 痕 跡 秤量し得ず 痕 跡

0°-3,.05 C. 。 。 。 。 。
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上記の結果を曲線にて示せば与党の如し。

。賓験第二二、

賞験期日＝＝白犬E大年五月二十一日至周年大月十四日

培養液慮方二＝酸性燐酸加盟..5 g., 硫酸守グネγ3・守 .A•• 2.5 g. 

アスパラギy"5 g,, 車空機..............50 g. 

檎線／:t温度（掻氏〕や示し縦線

/:t薗級乾燥重量の平均〈単位

＝麗） 1e表（:tす

暖化繊2%波．．厳滴， 蒸溜水.., , . , . , .. , , . , 1000 c.c. 

宮験方桧及び結果二二二賓験第ーと同一方法下に準備せるェyV y マイエ/Y

慢に培養液 50c.c.宛を注入し、ヨヅホ蒸混殺菌器にて約四十分間殺菌し、賓験

第一と同一方法にて病原菌抱子を移植し揺氏三十五度遣に四十度の定温器に入

れ十一日開会〈暗黒裏lζ保持して培養し次の結果を得たれ但本質醸の目的は

病原菌の稜育を全く防止する高温度が培養液の種類によ bて多少異なる所在き

かを知，， .以て質輪第ーに依bて得'Rる結果を確かめんとするにあ b。

場氏三十五度内外： 菌綜の接育極めて良好にし℃帯挑紅;I}(色の菌叢を以て
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被面会〈覆はれ7；れども胞子の形成を認めず、然れども十一日間経過

後宰温に移したるものは其後一週間自に盛に胞子を形成せ~ 0 . 

揖氏四十度内外：ー全く菌の接育を、見ず。十一日間経過後室温に移したるも

のも亦金〈菌の接育在し、是l乙於て揺氏四十度の潟熱lま本菌胞子の生

活力をむ失する温度と認定するを得た f> C但胞子活力をむ先せしむる

に要する時聞は尚未定な 9）。

。寅験結果 tζ 就ての論定

第一及び第二寅識の結果を見るに本病令原菌の畿育に劃する最高極度は揺

氏三十五度以上四十度以下に在る乙と明かにし℃且つ三十五度に℃費育比較的

良好なる乙とよ b推察するに最高温度は恐ら〈三十七、八度に在るべし、又最

低温度は拘然を繰くも揺氏六、七度、最適温度は揺氏二十七、八度の蓮に在 bと

見倣すも不可なからん。然れrも是等は培養基中に於ける稜育朕態にして普養
等の関係同じからまる天然状態とは其趣を異にするは論を侯たず、従ふて本菌

が自然界tζ於て寄生能力を鞍揮し侍る極度は本質J験の結果と多少差異あるもlの

と見｛故事ぎるべからず．即ち仮令最適温度は雨者聞に著しS相違あらずとする

も最低温度は自然界に於て彼よ b重かに高慮に在るものならぎるべからず、何

－となれば寄主植物の寄生菌に劃するや皆或抵抗力を有し菌の之に寄生するは其

抵抗力に打勝つべき良好なる費育力を有する場合なればなれ例之Jま最近 Tis-
DALE氏側が亜麻立枯病菌丹'lsariumLini BoLL. の成長と寄生力とに及ぼす極

度の関係に杭て研究せし；業積を見るに成長に劃する最低温度は揺氏十度乃至十

一度、最適温度は二十六度乃至二十八度、最高温度は三十四度乃至三十七度な

bと雄も、該菌が亜B誌に霊まし℃寄生力を接揮し得る最低温度は成長の場合よ b
も貨かに高〈揺氏十四度乃至十六度の間tζあb。是よ b先BGILMAN氏川町の
試験に昂tsariumconglutinans WoLLENW.が揺氏十四度乃至十七度の温度に保た

れたる時甘藍を侵襲する力無く十七度沼歪二十二度の高温に保たれたる時始め

℃之を侵したる事賓あb。故に予は本病＋原菌が其菌続殺育に闘する最低調度

は揖氏十度以下六、七度なれども期かる低温度に℃は決して寄生力を具ふるも

の在らずと思惟す。

八、設宵の高温極限度~就て本病 11. 原菌と額縁諸菌との比按

第一及び第二寅験と同一方法に依 b賓験せる爾他植物茨症病菌に劃する温

度の影響を通費するに各菌皆高温度に於ける接育状態を異にし且つ全然襲育を

防止する温度に踊しては生態皐上意義ある結果を得たb、予は之を以℃類縁諸

も
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〈誌意〉表中の符競i！第一表一一第十表iこ示し7こるものと同一なVJ，.但し設育の程度I！肉眼l二て観

鍵しれる結果lごして時として菌総乾燥重量にて示し1:る鶴来と相違する湯合あり。

い p菌類の稜育、生殖作用等収聾する温度の極限度は常民一定不獲のもの怠巴

ずL普養股態に由て多少費動ある事は既に先輩諸串者の説〈所にして、予の研究

に於ても前記第十二表中第一．第二賓験結果を比綾するに第一賓輸に於t鞍育
せぎるも巧第三賞輸に於て同一温度下tt鞍育せるあb叉第三賞績に於て接育せ

まるもの第一賞駿に於て援宵せしものあるは由て寵明せられた払然れど事比・

較に際し稜宵カ等を考察ft入与れば繭賞験結果は大体』t於て相類似する慮ある

べL。健て高温度に劃す一る按育力の如何比依b植物農症病菌類を耐熱種．不耐熱
種並比中間種とに三大別するととを得ると共氏、同一培養基比依忍按育有無を。

以て類酋鑑別の一助たらしむる上得ぺL。但是亦絶望号本轡のものにあちず同一

植物lb分離し且同一菌と断定すぺきものにして同一培養液中ーは金｛接宵せ
ずーは痕跡の讃育を在したる質例あb（第十二表第一賞駿桃農症病菌馨照）．而

して議宵せぎbしは好離稜鰹久のもの＆tして稜育痕跡のものは穿離後日備洩ぎ
培養な夕、是培養久しきに亙れば接育力自然衰弱せるに由る敵。

既に菌類に多少の襲化性あbi稜育程度a:}t綬するに嘗b按育繰加も接育
寵跡も大差窓しと見て不可意かるべし、・・先輩諸事者中にも温度の影響を以て菌

のJ}類を在したる者あ b.予は此性質を以壬植物農症病菌按類主のー標徴主主

ーし得るを信ず．而して本病φ原菌の高溢tζ劃する積宵カが予の賓験に供じ12"t,' 

爾他額縁詣菌中最大1.tbしは注目lt値す、備高温tt劃する抵抗力強S種類緋謂
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耐熱種を見るにマンゴ夕、棉、蜜柑、バナナ、甘薦等熱帯地に適する植物の茨症病

菌t乙多きは生態皐上寒に興＇＊ある事にして、本病害の礎生と稜生地の気温は互

に闘聯する所あるを想はしむ。

丸、病原菌の分類串上の位置並~名穂

本病φ原菌は不安全菌類黒粉菌科 （Melanconiaceae）中の Gloeosporium麗に

隷入すべきものにして予は Caladi・umに寄生する該麗菌を文献に索め唯一種を

待先b、即ち GloeosporiumAracearum P. HENN.仰と縛するもの是在七其原
龍載突の如し。

アMaculisfuscis vel paUidis, exaridis, zona brunne。lacircumdatis, rotundatis vel iπegularite雪
effusis ; acervulis epiphyllis, sparse gregariis, punctiformilms, atrofuscis, pulvinatis; conidiis 

cylindracco・oblongisvel clavatis, rectis vel curvulis, utrinque rotundatis, hyalinis, inttis granulo-

sis, continuis, 10-14 Y. 4-S μ.” 

“Sao Pa叫o,Hort. botan., in lehenden Bl邑tternvon Ca/adium sp, et Philode'na.，抑b伊，,matふ
メ＇dum.”

由是観之病班の股態が予の見たる蕗と稿φ其趣を異托すれども如斯は寄主

植物、気候其他外国賦態の異なるによ bて差異あるべきによ b病原菌分類上に

重Sを錦苫ず、爾他諸性質大同小異にして天然寄主植物に生じたる胞子の幅が
予の見たる所僅IC3.6-4・2μ なるは P.HENNINGS氏の夫よ b狭しと雄も、培養

基に生じたるもの L幅は 3.8-5・4μ にして最も普通なるものも 4・4-5.0μ なる

に由b爾菌の胞子が匝別を錯すぺSものならぎるを知るべし。

植物表痘病菌の牙類法に就℃は寄主植物の異同若〈は寄主植物が類縁な b

や否やの勲氏依bて決定し得べSや種φの議論ある蕗tこして未だ櫨定せずと雄
も、予は本病φ原菌が其温度の影響に於℃、加酸培養の影響に於℃、；情亦培養

上の性質等に於て能〈他菌と匝別し得るを知b、本菌／j.金〈他の農症病菌類と

一致せぎるものにし℃ P.HENNINGS氏の定め1?.る名稽を採用する乙とを至賞と

錯す、而しτP.HENNINGS氏tζ榛れば本菌は掲 bCaladi m のみならず Pゑiゐ． 

a必ndシonbipinnat.夕'idumt乙も寄生すと云ム‘此二植物iユ質t乙同科近縁乃ものな b0 

十、病原菌の接種試験

Gloeosporium Aracearum P. HENN.菌が本病φ原菌なる事は其病肢を観察し

たるのみにて殆X疑ふの鈴地主しと離も、賞験上其寄生力を誼明せんと欲し接

種試験を行へb、供試植物は東京某商店にて購求せし塊根を賞敬室附属祖室内

に培養して畿育せしめたる美薬種カフダュクムにしτ震に菅谷皐士が本病害r
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接見したる寄主植物とは聯か異在るもの1!"f> 0 

第一周試験＝＝大正六年七月十四日供試植物の新葉繁生して盛に成長しつ

つある際純粋培養基lf>得nる本菌胞子を殺菌7.f<lt混じ噴霧器を以て葉華民撒
布し．三日間破璃鐘下に置て乾燥を防ぎたれぎも成績陰性比絡 f>n L 蓋し
Caladium の葉は多大の7.f<3tを附着せしむる乙左難〈、水諦十分民葉片を潤3

Tして樽φ其上を停はb、極微の振動あるも容易に地上に落下する性質あるを
以て此失敗を招ぎたるものと思．惟す。

第二同試験二二大正六年九月十八日；培養基上に生じたる施子塊を白金線描

にて取h供試植物の葉上所φ』t之を附着せしめ稜噴霧器に℃7Jt.ij-を撒帯し境璃

鐘下に撞〈事三日間次て室内re.放置する乙と約一週間托して彼の葉線接種部教
ケ所に褐色瑳黙を酸現し、其斑勲攻第tζ葉片の内部に向て績大ーするを認めた b0 

然も十月中旬に至る迄新胞子を形成する之となし襲色部の載片を鏡検し僅民

組織間を迷走する多載の薗綜を認めたるに過ぎず、予は此現象を気温の関係に

因ると思惟し直ちに温室に移して施子堆の形成を期待したれども、設備不備夜

間冷気』t接する乙と属＋な bし詰め吾が目的を遣するに軍らず会葉萎凋枯死の

，運命に藤bt?. b。此試験に依6－：－－旦陽慢の結果を得たるに喜ぶべきも胞子堆の

形成を認めぎbしは惜むベLO 抑も供試植物左して撰ぴたる此種額が胞子形成

に不良の物理tbや勝亦外園駅態良好在る時は胞子を其綾に見るべきもの意 bし

ゃ断定に苦しむ所なれば夏氏擁曾を待て反復研究すべし。

十－.摘要

以上載節に亙bて論述せる所を纏括すれば突の如しυ

一、ネ病害は Caladz"umの葉に褐色の大在る斑黙を形成し；次第に植物を衰

枯tζ陥らしむるものにし℃、本邦』t於ては本年三月札幌農科大串植物園附属温

室内K義見したるを晴矢とす。

二、本病争原菌は GloeosporiumAracearum P. HENN. と稀し：本邦の外曾℃

南米プラジノ•V 』乙於て採集せられたるものな b 。

三、本病φ原菌は培養基上若くは接育tζ有害在る物質を合有する寝中に在

て往々厚膜胞子を形成す、但し厚膜胞子には会〈異る敷種の型あ b。

四、本病｛，原菌の胞子は接芽前ニ室に分劃せられ又懸滴培養中稜芽管又は

菌綜の尖端に厚膜施子若〈は附着器と稀せらる、暗色摩膜のー細胞を形成する

乙と一般植物農痘病菌の性質と一致すO

五．本病φ原菌は各種の培養基上に能〈接育するを得、予の試験中薗綜の
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接育最も良好意 bしは乾燥褒芽浸出液．麹浸出液、麹提出糠寒天培養基、’乾杏浸

出液寒天培養基等にLて胸子の形成を見'kるはプイ 9：，＇.西瓜県汁．澱粉培養

液、玉萄黍粉煎汁寒天培養基‘乾杏浸出液寒天培養基等なb。
＇・，六、本病争原菌は酸性反慮稿令高き培養基にも横育し得るものにして、例

之ば約雪拘融酸培養液re在ても備接育能力を具有す、故に乾杏浸出液寒天培養，
基の却さ酸性の培養基を利用して容易に之を分離するを得。

七、本病ゃ原菌の哉育によ h'1.「グラチシJは液化せらる‘但し漉化カは最

初極めて徐,v.・在会：。

八4・車寧酸加用の培養液は本病φ原葡の礎育によ bτ黒褐色tζ麺ず。
民、l丸、車寧酸加周の既行培養競輪範圏内re在ては本病φ原菌は額縁諸薗中之
』と劃する抵抗力議・も強3種類氏周す。

.: ＇／十、十本病＋原菌 φ締の接育tと及ほ・す最高温度lま揖民三十七．八度、最適温

度1：擾氏‘二十七－A度‘最低壇度は揖氏六ー七度前後民在るべし0
' ＇寸・手持ず本病 φ原菌は予の比駿蹴臓に供Lたる類縁諸蔵中高.度に望せする費

育方最も強大な bo・’

－本究は予が東北帝国大事農科大事植物事敬室κ於て碗究中なる植物農疫病

に闘する業績の一部芳氏ιτ他日更に補足接表する期あるべしダ格b＇ζ臨み此
研究中種φの示殺を輿へられたる宮部教授．伊蕗助教授並氏本病害研究材料を

輿せられたる菅谷農皐士に劃t，深層なる謝意を表す。街研究に必要なる標本来

l:l培養を分典し或は直接に或は間接に少からぎる援助を典へられたる諸氏に劃

し特に記して感謝の意を表す占

／ 

ぬ‘ー’‘令民 ι 切、
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大正六年十二月二十日，稿
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2. 病原菌の胞子（約四百三十八倍）、
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4・第二型厚膜胞子（約四百三十八倍）、

5・第三型厚膜胞子（約四百三十八倍）、

6. 第四型厚膜施子〔約四百三十八倍ハ

7・病原菌施子の殺芽獄態（約四百三十八倍）．

8. 懸滴培養中に生じたる厚膜胞子（ー名附着器）

〈約四百三十八倍入
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